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保存科学研究センター

博物館・美術館等保存担当学芸員研修〔ホ08〕

１．博物館・美術館等保存担当学芸員研修
　　日程：2017（平成 29）年 7 月 10 日（月）～21 日（金）
　　参加者数：31 名
　　資料の「保存」は博物館や美術館といった文化財施設に課せられた大きな使命であるが、これは単に「保

管」することではなく、資料の「文化財」としての価値が環境要因に起因する物理的、化学的変化によって
損なわれることを防ぎ、後世に伝えることである。従って、「保存」は極めて自然科学的な行為であるが、
それにも関わらず保存を担当する学芸員がそのための専門知識や技術を学ぶ機会は極めて乏しい。そのた
め、東京文化財研究所では、1984（昭和 59）年以来毎年、資料保存を担当する学芸員などを対象とした「博
物館・美術館等保存担当学芸員研修」を実施し、現場で自らの手で保存環境を把握し、必要な改善を行う
ことの出来る人材を育成してきた。これまでの修了生は約 800 名を数え、各地で資料保存の重責を担って
いる。 平成 29 年度は、34 回目となる本研修を 2 週間実施した。

7 月 10 日（月）
　佐野千絵「文化財保存 概論」 
　早川泰弘「文化財の材質・構造」
　宇田川滋正（文化庁）「文化財公開施設の設計」
7 月 11 日（火）
　吉田直人「保存環境 各論－温湿度－」
　佐藤嘉則「生物被害 概論」 
　吉田直人「保存環境 各論－空気環境－」
7 月 12 日（水）
　小峰幸夫「生物被害 各論－虫－」
　佐藤嘉則「生物被害 各論－カビ－」
　小峰幸夫「生物被害　各論－殺虫・殺菌処置－」
　犬塚将英「文化財の科学調査」
　佐藤嘉則・小峰幸夫「生物対策実習」
7 月 13 日（木） 
　北河大次郎「劣化と保存 各論－近代文化財－」
　呂俊民、古田嶋智子、吉田直人「空気環境の改善」
　朽津信明「屋外資料の保存環境」
　森井順之「文化財施設の防災」
7 月 14 日（金）
　吉田直人「保存環境　各論－光と照明－」
　ケーススタディ　テーマ打ち合わせ
7 月 18 日（火）
　山口孝子（東京都写真美術館）「劣化と保存　各論－写真－」
　早川典子「劣化と保存　各論－修復材料－」
　坂本雅美（紙本保存修復家）「劣化と保存 各論－紙資料－」
7 月 19 日（水）
　「環境調査実習－ケ－ススタディ」（於：埼玉県立歴史と民俗の博物館）
7 月 20 日（木）
　山本記子（国宝修理装潢師連盟）「劣化と保存 各論－日本画－」
　ケーススタディ発表
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7 月 21 日（金）
　木島隆康（東京藝術大学）「劣化と保存 各論－油彩画－」 
　吉田直人「東文研が行う環境調査・助言」

２．保存担当学芸員フォローアップ研修 －展示・収蔵空間における空気環境の改善－
　　1984（昭和 59）年に始められた「博物館・美術館等保存担当学芸員研修」受講者はそれぞれの施設で、また、

地域の中核的存在として資料保存の重責を担っている。しかし、保存に関する知識や技術は日々新しくな
る。本研修は、資料保存に必要な最新の知識を持てるように行うものである。

　　平成 29 年度の本研修では、収蔵庫や展示室、また展示ケースの高気密化に伴う問題となっている、建
材や内装材より発生し、資料への影響が懸念されるガスによる空気汚染の原因と対策をテーマとした。ま
た、津波による水損を受け、安定化処置を受けた資料からの臭気の問題についても取り上げた。

　日　程：2017（平成 29）年 6 月 19 日（月）13：30～17：15
　参加者：103 名
　プログラム：吉田直人「環境調査結果からみえる空気環境に関する最近の問題」
　　　　　　　古田嶋智子（日本学術振興会特別研究員・客員研究員）「汚染化学物質の発生源と空間への放散」
　　　　　　　呂俊民（客員研究員）「空気環境の把握と改善のためのマニュアル作成」
　　　　　　　内田優花（国立文化財機構文化財防災ネットワーク・アソシエイトフェロー）、佐野千絵
　　　　　　　　「水損資料から発生する臭気と原因物質」

（講師の所属に記載のない場合は東京文化財研究所）

　平成 29 年度は以下の組織等において指導助言を行った（19 件）。
・永青文庫美術館夏季展「細川護立と近代の画家たち」開催に関する協力・助言
・福井県立美術館開館 40 周年特別展「狩野芳崖と四天王」開催に関する協力・助言
・近江八幡市市史編纂室による文化財調査に関する協力・助言
・南蛮文化館の所蔵品修復に関わる協力・助言
・韓国・Lee ＆ Won 財団への協力・助言
・イタリア・ヴァチカン博物館収蔵庫新設等に関わる協力・助言
・浦添市美術館における漆工芸品研究に関する協力・助言
・明治大学における漆工芸品研究に関する協力・助言
・甲賀市教育委員会の文化財指定に関わる協力・助言
・逸翁美術館の所蔵品調査に関する協力・助言
・土佐・絵金蔵の所蔵品調査に関する協力・助言
・岡山県立美術館の所蔵品調査・展示に関する協力・助言
・野崎家塩業歴史館の所蔵品調査に関する協力・助言
・八尾市教育委員会管轄の文化財調査に関する助言・協力
・大和文華館の所蔵品調査に関する協力・助言
・和歌山県立博物館の所蔵品調査に関する協力・助言
・和歌山市立博物館の所蔵品調査に関する協力・助言
・山口・五橋文庫の尾形乾山に関する問い合わせへの助言
・群馬・大川美術館の展覧会にかかわる協力・助言

文化財情報資料部

文化財の評価・活用に関する助言〔シ09〕
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